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間 1.次 の線形計画問題について以下の問いに答えよ。

P: ν="1+″2→ mln
s.ι.■1-■2≧ ~3

-2■1-■ 2≧ ~18

■2≧ 6

"1≧
0メ2≧ 0

(1)この問題を標準形 (等式制約
と非負制約をもつ最小化問題)に変換せよ.

(2)(1)に おいて 1つめの不等式条件
に付カロしたスラック変数を入1と する.

(■ 1,■ 2,入1)を基底とする基底形
式を求めよ.

(3)(2)で求めた基底形式を初期可能
基底形式として,シンプレックス法を適用

することにより問題 Pを解け.(最適解および最小値を求めよ
.)

(4)(1)で求めた標準形?等式市1約 を _4x=dと おく
とき,AX=dの 両辺左 4All

から正則行列 31を かけることにより最適基底形式が得られたとする.31

およびこれに対応するシンプレックス乗数
ベク トル 7を求めよ.

(5)問題 Pの双対問題 Dを作れ ,

(6)相補定理を利用 して,(3)の角早から双対問
題 Dの解を求めよ.

問 2.以 下の問題を線形計画問題 として定式化せよ。(問題を解 く必要はな
い。)

問題。 ある会社が 2種類の原油A,Bか ら成分 I,Ⅱ ,Ⅲを抽出して

販売している。原油A,Bに 含まれる成分 I,Ⅱ ,Ⅲの
パーセンテー

ジは表のとお りである。A,B各 1単位を購入する時の価格は 1.5,1.3

であり,成分 I,Ⅱ ,Ⅲを販売すれば各 1単位あたり1.8,2.0,2.5の 価

格で売ることができる.ただし,需要には限度があり, I,Ⅱ ,Ⅲ に

っいてそれぞれ 580,600,450ま でしか売れないという。A,Bを 各 ど

れだけ購入すると利益の合計が最大になるか。

表 :原油に含まれる成分のパーセンア

「

ジ
A B

I 20% 1  35%
Ⅱ 25 30

Ⅲ 40 20
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(裏に続く)


